






要約 HBIG、HB ワクチン併用によって母子感染予防を行った 303 例について、母親から移

行した HBc 抗体の平均値の推移、月齢毎の陽性率などについて検討した。また、RIA 法で

測定した 200 倍希釈血清のHBc 抗体価を HBs抗原陽性化例22例、HBc抗体再上昇例 15例、

低・無反応例84例、予防が成功し良好な経過を示している例182例に分けて比較検討した。

HBc 抗体の平均値は、生後 9～11 ヵ月ではじめて 55.1/%と陰性化した。陽性率は、生後 6

～8ヵ月で 66.7%、12 ヵ月で 20.1%であった 

生後 0～3ヵ月時の 200 倍希釈血清の RIA 法で測定した HBc 抗体価を比較すると、HBV の感

染が認められた例で低値を示した。 


